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ど
ん
な
理
由
で
あ
れ

暴
力
に
よ
る
批
判
は
許
さ
れ
な
い

　
日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長

は
、
中
国
の
程
永
華
大
使
に
、「
外
交

交
渉
に
よ
る
尖
閣
諸
島
問
題
の
解
決

を
」
と
い
う
日
本
共
産
党
の
提
言
を

手
渡
し
、
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
「
日

本
の
領
有
は
歴
史
的
に
も
、
国
際
法

上
も
正
当
」
と
主
張
。
「
日
中
双
方

が
、
物
理
的
対
応
の
強
化
や
軍
事
的

対
応
論
を
き
び
し
く
自
制
す
る
こ
と

が
必
要
」「
在
中
国
邦
人
、
企
業
、
大

使
館
の
安
全
確
保
に
万
全
の
措
置

を
」
と
提
起
し
ま
し
た
。

　「領土問題など存在しない」　「領土問題など存在しない」として、として、中国と中国と

まともな領土交渉をしたことがない日本政まともな領土交渉をしたことがない日本政

府。府。外交不在の姿勢では外交不在の姿勢では､､ 問題解決はできま問題解決はできま

せん。せん。

　「領土問題存在せず」　「領土問題存在せず」は、は、一見一見「強い」「強い」ようよう

に見えて、に見えて、実は日本の立場を主張できず、実は日本の立場を主張できず、中中

国への反論もできなくしている。国への反論もできなくしている。その立場をその立場を

あらため、あらため、外交交渉によって日本の尖閣領有外交交渉によって日本の尖閣領有

の正当性を常々と主張すべき――志位委員長の正当性を常々と主張すべき――志位委員長

の申し入れの申し入れ（（99 月月 202 0 日）日）に、に、官房長官も官房長官も「検「検

討していきたい」討していきたい」と応じました。と応じました。
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日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
が
２
０
日
、

藤
村
修
官
房
長
官
に
申
し
入
れ
た
尖
閣
諸
島
問

題
で
の
見
解
・
提
案
は
以
下
の
通
り
で
す
。

ら
１
９
７

０
年
ま
で

の
７
５
年

間
、
一
度

も
日
本
の

領
有
に
対

し
て
異
議

も
抗
議
も

お
こ
な
っ

て
い
な
い

と
い
う
こ

と

に

あ

る
。

　
―
―
尖

閣
諸
島
に

関
す
る
中
国
側
の
主
張
の
中

心
点
は
、
同
諸
島
は
台
湾
に

付
属
す
る
島
嶼
（
と
う

し
ょ
）
と
し
て
中
国
固
有
の

領
土
で
あ
り
、
日
清
戦
争
に

乗
じ
て
日
本
が
不
当
に
奪
っ

た
も
の
だ
と
い
う
と
こ
ろ
に

あ
る｡

し
か
し､

尖
閣
諸
島

は
、
日
本
が
戦
争
で
不
当
に

奪
取
し
た
中
国
の
領
域
に
は

入
っ
て
お
ら
ず
、
中
国
側
の

主
張
は
成
り
立
た
な
い
。
日

本
に
よ
る
尖
閣
諸
島
の
領
有

は
、
日
清
戦
争
に
よ
る
台

湾
・
澎
湖
（
ほ
う
こ
）
列
島

の
割
譲
と
い
う
侵
略
主
義
、

領
土
拡
張
主
義
と
は
性
格
が

ま
っ
た
く
異
な
る､

正
当
な

行
為
で
あ
っ
た｡

　
そ
し
て
、「
見
解
」
で
は
、

尖
閣
諸
島
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
日
本
政
府
が
、

尖
閣
諸
島
の
領
有
の
歴
史

上
、
国
際
法
上
の
正
当
性
に

２
０
１
２
年
９
月
２
０
日
　

日
本
共
産
党
幹
部
会
委
員
長
　
志
位 

和
夫

外
交
交
渉
に
よ
る

尖
閣
諸
島
問
題
の
解
決
を

　
尖
閣
諸
島
（
中
国
名
・
釣

魚
島
）
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、

日
本
と
中
国
の
両
国
間
の
対

立
と
緊
張
が
深
刻
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
問
題
の
解
決
を

ど
う
は
か
る
か
に
つ
い
て
、

現
時
点
で
の
日
本
共
産
党
の

見
解
と
提
案
を
明
ら
か
に
す

る
。

　
　
（
１
）

　
ま
ず
、
日
本
へ
の
批
判
を

暴
力
で
表
す
行
動
は
、
い
か

な
る
理
由
で
あ
れ
許
さ
れ
な

い
。
ど
ん
な
問
題
で
も
、
道

理
に
も
と
づ
き
、
冷
静
な
態

度
で
解
決
を
は
か
る
と
い

う
態
度
を
守
る
べ
き
で
あ

る
。
わ
が
党
は
、
中
国
政
府

に
対
し
て
、
中
国
国
民
に
自

制
を
う
な
が
す
対
応
を
と

る
こ
と
、
在
中
国
邦
人
、
日

本
企
業
、
日
本
大
使
館
の
安

全
確
保
の
た
め
に
万
全
の

措
置
を
と
る
こ
と
を
求
め

る
。

　
ま
た
、
物
理
的
対
応
の
強

化
や
、
軍
事
的
対
応
論
は
、

両
国
・
両
国
民
に
と
っ
て
何

の
利
益
も
な
く
、
理
性
的
な

解
決
の
道
を
閉
ざ
す
、
危
険

な
道
で
あ
る
。
日
中
双
方
と

も
に
、
き
び
し
く
自
制
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
（
２
）

　
日
本
共
産
党
は
、
尖
閣
諸

島
に
つ
い
て
、
日
本
の
領
有

は
歴
史
的
に
も
国
際
法
上
も

正
当
で
あ
る
と
い
う
見
解
を

表
明
し
て
い
る
。
と
く
に
、

２
０
１
０
年
１
０
月
４
日
に

発
表
し
た
「
見
解
」
で
は
、
つ

ぎ
の
諸
点
を
突
っ
込
ん
で
解

明
し
た
。

　
―
―
日
本
は
、
１
８
９
５

年
１
月
に
、
尖
閣
諸
島
の
領

有
を
宣
言
し
た
が
、
こ
れ

は
、「
無
主
の
地
」
の
「
先
占
」

と
い
う
、
国
際
法
上
ま
っ
た

く
正
当
な
行
為
で
あ
っ
た
。

　
―
―
中
国
側
は
、
尖
閣
諸

島
の
領
有
権
を
主
張
し
て
い

る
が
、
そ
の
最
大
の
問
題
点

は
、
中
国
が
１
８
９
５
年
か
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つ
い
て
、
国
際
社
会
お
よ
び

中
国
政
府
に
対
し
て
、
理
を

つ
く
し
て
主
張
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
強
調

し
た
。

　
　
　
（
３
）

　
こ
の
点
で
、
歴
代
の
日
本

政
府
の
態
度
に
は
、
重
大
な

問
題
点
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
「
領
土
問
題
は

存
在
し
な
い
」
と
い
う
立
場

を
棒
を
の
ん
だ
よ
う
に
繰
り

返
す
だ
け
で
、
中
国
と
の
外

交
交
渉
に
よ
っ
て
、
尖
閣
諸

島
の
領
有
の
正
当
性
を
理
を

尽
く
し
て
主
張
す
る
努
力

を
、
避
け
続
け
て
き
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　
歴
史
的
に
み
る
と
、
日
本

政
府
の
立
場
に
は
二
つ
の
問

題
点
が
あ
る
。

　
第
一
は
、
１
９
７
２
年
の

日
中
国
交
正
常
化
、
１
９
７

８
年
の
日
中
平
和
友
好
条
約

締
結
の
さ
い
に
、
尖
閣
諸
島

の
領
有
問
題
を
、
い
わ
ゆ
る

「
棚
上
げ
」
に
す
る
と
い
う

立
場
を
と
っ
た
こ
と
で
あ

る
。

　
１
９
７
２
年
の
日
中
国
交

正
常
化
交
渉
で
は
、
田
中
角

栄
首
相
（
当
時
）
と
周
恩
来

首
相
（
当
時
）
と
の
会
談
で
、

田
中
首
相
が
、
「
尖
閣
諸
島

に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
」
と

持
ち
出
し
、
周
首
相
が
「
い

ま
こ
れ
を
話
す
の
は
良
く
な

い
」
と
答
え
、
双
方
で
こ
の

問
題
を
「
棚
上
げ
」
す
る
と

い
う
事
実
上
の
合
意
が
か
わ

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
１
９
７
８
年
の
日
中
平
和

友
好
条
約
締
結
の
さ
い
に

は
、
園
田
直
外
務
大
臣
（
当

時
）
と
鄧
小
平
副
首
相
（
当

時
）
と
の
会
談
で
、
鄧
副
首

相
が
「
放
っ
て
お
こ
う
」
と

の
べ
た
の
に
た
い
し
、
園
田

外
相
が
「
も
う
そ
れ
以
上
い

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
応

じ
、
こ
こ
で
も
双
方
で
こ
の

問
題
を
「
棚
上
げ
」
に
す
る

と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
か
わ

さ
れ
て
い
る
。

　
本
来
な
ら
ば
、
国
交
正
常

化
、
平
和
条
約
締
結
と
い
う

さ
い
に
、
日
本
政
府
は
、
尖

閣
諸
島
の
領
有
の
正
当
性
に

つ
い
て
、
理
を
尽
く
し
て
説

く
外
交
交
渉
を
お
こ
な
う
べ

き
で
あ
っ
た
。「
棚
上
げ
」
と

い
う
対
応
は
、
だ
ら
し
の
な

い
外
交
態
度
だ
っ
た
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
同
時
に
、
尖
閣
諸
島
の
問

題
を
「
棚
上
げ
」
に
し
た
と

い
う
こ
と
は
、
領
土
に
関
す

る
紛
争
問
題
が
存
在
す
る
こ

と
を
、
中
国
と
の
外
交
交
渉

の
な
か
で
、
認
め
た
も
の
に

ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
（
４
）

　
第
二
に
、
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
後
、
日
本
政
府
は
、

「
領
土
問
題
は
存
在
し
な
い
」

―
―
「
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
っ

て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
領
有
権
の
問
題
は
そ
も
そ

も
存
在
し
な
い
」
と
の
態
度

を
と
り
続
け
て
き
た
。
そ
の

こ
と
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
問

題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

　
―
―
日
本
政
府
は
、
中
国

政
府
に
対
し
て
、
た
だ
の
一

度
も
、
尖
閣
諸
島
の
領
有
の

正
当
性
に
つ
い
て
、
理
を
尽

く
し
て
主
張
し
た
こ
と
は
な

い
。
そ
う
し
た
主
張
を
お
こ

な
う
と
、
領
土
問
題
の
存
在

を
認
め
た
こ
と
に
な
る
と
い

う
の
が
、
そ
の
理
由
だ
っ

た
。
「
領
土
問
題
は
存
在
し

な
い
」
と
い
う
立
場
か
ら
、

日
本
の
主
張
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
自
縄
自

縛
（
じ
じ
ょ
う
じ
ば
く
）
に

陥
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
―
―
中
国
政
府
は
、
「
釣

魚
島
（
尖
閣
諸
島
）
は
、
日

清
戦
争
末
期
に
、
日
本
が
不

法
に
盗
み
と
っ
た
」
、「
日
本

の
立
場
は
、
世
界
の
反
フ
ァ

シ
ズ
ム
戦
争
の
勝
利
の
成
果

を
公
然
と
否
定
す
る
も
の

で
、
戦
後
の
国
際
秩
序
に
対

す
る
重
大
な
挑
戦
で
あ
る
」

な
ど
と
、
日
本
に
よ
る
尖
閣

諸
島
の
領
有
を
「
日
本
軍
国

主
義
に
よ
る
侵
略
」
だ
と
す

る
見
解
を
繰
り
返
し
て
い
る

が
、
日
本
政
府
は
、
こ
れ
に

対
す
る
反
論
を
一
度
も
お
こ

な
っ
て
い
な
い
。
反
論
を
お

こ
な
う
と
、
「
領
土
問
題
の

存
在
を
認
め
る
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
し
て
、
こ
こ
で

も
自
縄
自
縛
に
陥
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
―
―
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
さ
い
し

て
も
、
領
土
に
関
す
る
紛
争

問
題
が
存
在
す
る
と
い
う
前

提
に
立
っ
て
、
外
交
交
渉
に

よ
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
努

力
を
し
な
い
ま
ま
、
あ
れ
こ

れ
の
措
置
を
と
っ
た
こ
と

が
、
日
中
両
国
の
緊
張
激
化

の
一
つ
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
。

　
日
中
両
国
間
に
、
尖
閣
諸

島
に
関
す
る
紛
争
問
題
が
存

在
す
る
こ
と
は
、
否
定
で
き
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な
い
事
実
で
あ
る
。
そ
の
こ

と
は
、
７
２
年
の
日
中
国
交

正
常
化
、
７
８
年
の
日
中
平

和
友
好
条
約
の
さ
い
に
も
、

日
本
側
が
事
実
上
認
め
た
こ

と
で
も
あ
っ
た
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
「
領
土
問
題
は
存

在
し
な
い
」
と
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
外
交
交
渉
を
回
避
す
る

態
度
を
と
り
つ
づ
け
て
き
た

こ
と
が
、
こ
の
問
題
の
解
決

の
道
を
み
ず
か
ら
閉
ざ
す
結

果
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
「
領
土
問
題
は
存
在
し
な

い
」
と
い
う
立
場
は
、
一
見

「
強
い
」
よ
う
に
見
え
て
も
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本

の
立
場
の
主
張
も
で
き
ず
、

中
国
側
の
主
張
へ
の
反
論
も

で
き
な
い
と
い
う
点
で
、
日

本
の
立
場
を
弱
い
も
の
と
し

て
い
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
指

摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
（
５
）

　
尖
閣
諸
島
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
「
領
土
問

題
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う

立
場
を
あ
ら
た
め
、
領
土
に

関
わ
る
紛
争
問
題
が
存
在
す

る
こ
と
を
正
面
か
ら
認
め
、

冷
静
で
理
性
的
な
外
交
交
渉

に
よ
っ
て
、
日
本
の
領
有
の

正
当
性
を
堂
々
と
主
張
し
、

解
決
を
は
か
る
と
い
う
立
場

に
立
つ
べ
き
で
あ
る
。

　
領
土
問
題
の
解
決
は
、
政

府
間
の
交
渉
の
み
な
ら
ず
、

相
手
国
の
国
民
世
論
を
も
納

得
さ
せ
る
よ
う
な
対
応
が
必

要
で
あ
る
。
「
日
本
軍
国
主

義
の
侵
略
」
だ
と
考
え
て
い

る
中
国
国
民
に
対
し
て
も
、

過
去
の
侵
略
戦
争
に
た
い
す

る
真
剣
な
反
省
と
と
も
に
、

こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
歴
史
的

事
実
と
国
際
的
道
理
を
冷
静

に
説
き
、
理
解
を
得
る
外
交

努
力
こ
そ
、
い
ま
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た

い
。

  ９月９月 2020 日日（木）（木）午後５時から午後５時から「ニコニコ生放送」「ニコニコ生放送」にて生にて生

中継した中継した「まるごと紹介！　一気に見せます共産党！」「まるごと紹介！　一気に見せます共産党！」のの

録画録画（（55 時間時間4040 分）分）を、を、ニコニコ動画でご覧いただけます。ニコニコ動画でご覧いただけます。

ニコニコ動画への会員登録ニコニコ動画への会員登録（無料）（無料）が必要です。が必要です。

日本共産党のホームページから日本共産党のホームページから

ごらんいただけますごらんいただけます

日本共産党　検索日本共産党　検索

（赤旗日曜版より）（赤旗日曜版より）


